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研究成果の概要（和文）：本研究は、分散形態論と極小主義統語論の枠組みを用いて日本語の複合語形成メカニ
ズムを解明した。複合動詞・形容詞・形容名詞を分析対象とし、形態論的手続きと統語的手続きの相互作用の観
点から統一的理論を構築した。具体的には、書き出しのタイミング差による連濁の有無や「する」挿入条件の説
明、統語的範疇と形態的範疇の関係性の解明等を通じて、日本語の形態統語的特性を原理的に説明した。これら
の成果は、従来個別的に扱われてきた複合語形成現象の包括的理解を可能にし、一般言語理論の発展に貢献し
た。特に、日本語特有の語彙範疇の特殊性に関する新たな知見は、言語の普遍性と多様性の理解を深める重要な
手がかりとなった。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the mechanisms of Japanese compound word formation 
using Distributed Morphology and Minimalist Syntax frameworks. Through analyzing compound verbs, 
adjectives, and adjectival nouns, we developed a unified theory considering the interaction between 
morphological and syntactic operations. Key findings include: explaining the presence/absence of 
sequential voicing (rendaku) and "suru" insertion requirements through differences in Spell-Out 
timing; elucidating the relationship between syntactic and morphological categories; and providing 
principle-based explanations for Japanese morphosyntactic properties. These results enabled 
comprehensive understanding of compound formation phenomena previously treated separately, 
contributing to general linguistic theory. Notably, our new insights into the peculiarities of 
Japanese lexical categories provide important clues for understanding linguistic universals and 
diversity.

研究分野：言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、日本語の複合語形成に関する統一的理論を提示し、形態論と統語論の接点における理論
的課題に新たな解決策を示した点にある。書き出しのタイミングによる形態規則の適用条件の解明や、統語的範
疇と形態的範疇の不一致という概念の導入は、言語理論の精緻化に貢献した。これらの知見は、日本語のみなら
ず他言語の複合語研究にも応用可能であり、言語の普遍性と多様性の理解を深める重要な理論的基盤となる。ま
た、本研究が明らかにした形態・統語・音韻の相互作用のメカニズムは、人間の言語処理の認知的基盤に関する
理解を深め、言語の本質的特性の解明に寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
複合語は二つ以上の語彙要素の結合により形成される言語単位であり、語彙的特性と統語的規
則性を同時に有することから、形態論および語彙論研究における中核的課題として位置づけら
れている。近年の理論言語学の発展により、複合語の語彙性と規則性を一般統語原理に基づいて
説明する統語的アプローチが通言語的に展開されており、個別言語の複合語研究においては、当
該言語固有の複合語形成メカニズムおよびその統語・形態・意味的特性を普遍的統語原理から演
繹的に説明することが重要な課題となっている。 
 極小主義統語論の理論的枠組みにおいては、句構造が併合（Merge）とラベル付け（Labeling）
という二つの基本的計算操作によって派生される。これらの操作により、名詞句の分布特性、移
動現象の性質、言語間変異等の統語現象が統一的に説明されてきた。複合語の統語的分析におい
ても、これらの基本操作に基づく理論的説明が要請される。ラベル付け理論（Chomsky 2013以
降）の理論的成熟に伴い、複合語形成への応用可能性とその貢献が期待される段階に到達してい
たが、複合語形成に特有の「主要部と主要部の併合」におけるラベル付けメカニズムについては、
十分な理論的検討がなされていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、分散形態論（Distributed Morphology）と極小主義統語論（Minimalist Syntax）の
理論的枠組みを統合し、日本語複合語の統語構造と派生メカニズムの包括的解明を目的とする。
具体的には、複合語形成に関与する「主要部と主要部の併合」が提起する理論的課題と、以下の
複合述語類型における「右側要素と複合語全体の統語的性質」に関わる経験的問題の統合的解決
を通じて、複合語形成理論の発展と一般言語理論への理論的貢献を目指した。 
 
本研究の分析対象は以下の複合語類型であった： 
 ① V-V 型複合動詞（例：叩き壊す） 
 ② X-V 型複合動詞（例：手洗い(する)） 
 ③ X-A 型複合形容詞（例：根深い） 
 ④ X-A 型複合形容名詞（例：骨太な） 
 
これらの複合語は右側主要部の原則（Right-hand Head Rule）に従うとされるが、同じ語彙範疇
を右側要素とする①と②、③と④の間には統語的振る舞いにおいて顕著な相違が観察される。本
研究は、この相違を生じさせる要因の理論的解明と、動名詞・形容名詞という日本語固有の品詞
範疇の統語論的位置づけの確立を副次的目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は 3 年間の研究計画において、以下の 3 つの理論的課題を段階的に解決するアプローチ
を採用した： 
 
【研究課題 1：動詞要素を右側主要部とする複合語の統合的分析】 
V-V 型および X-V 型複合動詞の形態統語的分析を通じて、複合語と右側主要部の範疇的性質の一
致・不一致を決定する統語的要因を解明する。理論的枠組みとして、Saito (2016)の反ラベル付
け要素（Anti-labeling Element）を援用し、V-V 型における左側要素の統語的不可視化による
ラベル付け仮説を検証する。さらに、V-V 型複合動詞に観察される他動性調和の原則
（Transitivity Harmony）を、分散形態論に基づく統語的分析により説明する。 
 
【研究課題 2：形容詞要素を右側主要部とする複合語の統合的分析】 
X-A 型複合形容詞および X-A 型複合形容名詞の統語的分析を開発し、形容詞の観点から複合語と
右側主要部の範疇的性質の一致・不一致の決定要因を解明する。Nishiyama (1999)の日本語形容
詞・形容名詞分析を理論的基盤とし、叙述辞（Pred）の語彙挿入規則（Vocabulary Insertion 
Rule）の精緻化を図る。 
 
【研究課題 3：主要部間併合におけるラベル付け理論の探究】 
ラベル付け理論に基づく右側主要部の原則の演繹的説明を目標とする。「主要部と主要部の併合」
と「句と句の併合」の理論的平行性を作業仮説とし、語形成に観察される語彙的緊密性や主要部
移動の制約がラベル付け操作の帰結として導出可能であるかを検証する。 



４．研究成果 
 
本研究は、分散形態論と極小主義統語論の統合的枠組みにより、日本語複合語形成の統一的理論
モデルを構築した。研究期間を通じて得られた主要な理論的成果は以下の通りである。 
 
令和 4 年度の成果： 右側要素に動詞を持つ二類型の複合述語（V-V 型・X-V 型）について、統
語・形態・音韻的特性の相違に基づく形態統語的分析を開発した。V-V 型は動詞としての統語的
振る舞いを示し連濁を許さないのに対し、X-V 型は軽動詞「する」を要求する動名詞的振る舞い
を示し連濁が生起する。この対立を説明するため、書き出し領域（Spell-out Domain）および、
ラベリングの相違に基づく理論的仮説を提案した。すなわち、V-V 型では前項要素が独立して書
き出される一方、X-V 型では前項・後項が同一の書き出し領域で処理される。ラベリングについ
ては、V-V 型においては V1 が Anti-labeling device として機能することで、複合語全体のラベ
ルが V2 のラベルと同一となる。一方、X-V 型においては前項・後項の範疇素性の一致により新
たなラベルが決定される。この理論的枠組みと、「する」が Voice の非該当形形態音韻形式であ
るという分析、および連濁が同一書き出し領域内で生起するという構造制約を組み合わせるこ
とで、両類型の統語的・音韻的相違を統一的に予測可能であることを実証した。 
 
令和 5 年度の成果： 前半期において V-V 型複合動詞の形態統語構造の精密化を図り、「投げ飛
ばす」のような手段-結果事象を示す V-V 型において Voice レベルでの統語的複合が生起するこ
とを提案した。後半期には、複合形容詞・形容名詞の分析を通じて日本語の Pred 主要部の異形
態選択メカニズムおよび語彙範疇の理論的性質について研究を進展させた。Nishiyama (1999)
の日本語形容詞分析を発展させ、Pred の異形態選択が範疇化辞 a の形態素性を参照するという
理論的提案を行った。さらに重要な理論的貢献として、語彙範疇インターフェース仮説を提案し
た。この仮説は、語彙範疇が統語計算に必要な範疇素性（統語的範疇）と形態的具現に必要な範
疇素性（形態的範疇）を区別して持ち、両者の値は必ずしも一致する必要がないとするものであ
る。この仮説により、動名詞や形容名詞といった日本語固有の範疇が、統語的範疇と形態的範疇
の体系的不一致として理論的に位置づけられる。 
 
令和 6 年度の成果： 連濁を許さないが軽動詞「する」の挿入を要求する動詞重複現象（例：「拭
き拭きする」）の形態統語構造の解明に取り組んだ。Travis (2010)の Inner Aspect 仮説を理論
的基盤とし、動詞重複の特性が vP と VoiceP の間に投射される AspP の統語構造によって説明可
能であることを提案した。この分析では、Asp が Lowering という形態操作を通じて動詞語幹と
結合し、重複要素の形態的具現が実現される。さらに、この理論的枠組みが同様の統語的特性を
示す「ひと+V」複合語（例：「ひと拭きする」）にも適用可能であることを実証した。 
 
これらの研究成果により、日本語複合語形成に関わる多様な現象の統一的理論的説明が可能と
なり、複合語形成理論および一般言語理論の発展に実質的貢献を果たした。 
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